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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年８月期第３四半期の業績（平成27年９月１日～平成28年５月31日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年８月期第３四半期 13,122 0.5 227 △3.1 201 △2.4 80 △13.6 

27年８月期第３四半期 13,053 △3.3 234 △47.1 206 △50.7 92 △55.6 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年８月期第３四半期 31.59 30.74 

27年８月期第３四半期 36.59 35.85 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年８月期第３四半期 10,159 2,242 21.6 

27年８月期 9,268 2,200 23.3 
 
（参考）自己資本 28年８月期第３四半期 2,198 百万円   27年８月期 2,164 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年８月期 － 0.00 － 15.00 15.00 

28年８月期 － 0.00 －     

28年８月期（予想）       15.00 15.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年８月期の業績予想（平成27年９月１日～平成28年８月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 17,200 1.3 250 18.6 218 27.4 60 11.8 23.69 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用    ：無 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年８月期３Ｑ 2,532,400 株 27年８月期 2,532,400 株 

②  期末自己株式数 28年８月期３Ｑ － 株 27年８月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年８月期３Ｑ 2,532,400 株 27年８月期３Ｑ 2,531,600 株 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用情勢の改善等により回復基調で推移したもの

の、個人消費は節約志向の高まりに株価の低迷も加わって、総じて勢いを欠いた状況が続きました。 

このような状況下、当社は、不振店対策、オリジナルブランド商品ハッピーキャンドルのブランド強化、ＥＣ

（ネット通販）の本格稼働、販売費及び一般管理費の管理強化を当事業年度の重点課題として取り組んでまいり

ました。 

販売活動の施策といたしましては、４店舗の新規出店にあわせたオープン協賛セールや改装・移転店舗におけ

る特別セール等の販売活動を実施し、新規顧客の開拓と固定客づくりに努めてまいりました。 

ＥＣにつきましては、チャネル戦略として９月にAmazon店、10月に楽天市場店、12月にLINE店をオープンいた

しました。また、メールマガジンの配信及び広告宣伝を強化し、Webサイトの精度と商品力の向上に努めました。 

商品施策といたしましては、客数増加に向けた取り組みとして、売り場レイアウトの変更を実施するととも

に、値ごろ感のある価格帯の商品や販売の好調なブランドの強化を図ってまいりました。ハッピーキャンドル商

品については、秋冬・春夏の新作商品を投入するとともに、雑誌掲載による広告宣伝とノベルティ販促等による

販売強化を行いました。また、ハッピーキャンドルブランドサイトをリリースしブランドの強化に努めてまいり

ました。 

商品部門別の売上の状況につきましては、宝飾品は催事等による販売強化に加え、人気商品や低価格商品の展

開を強化したことで売上高2,229,132千円（前第３四半期累計期間比2.6％増）、時計は国産ブランド時計の販売

が好調だったものの、海外ブランド時計を中心に高額商品の需要が落ち込んだことで売上高3,420,374千円（同

2.3％減）、バッグ・小物は手ごろな価格帯の商品やメンズブランド商品の展開を強化したことで売上高

7,473,312千円（同1.2％増）となりました。 

店舗展開といたしましては、９月に広島祇園店（広島県）、磐田店（静岡県）、11月に新三郷店（埼玉県）、

４月に常滑店（愛知県）の計４店舗を新規出店いたしました。常滑店はインバウンド需要が見込まれる中部国際

空港に隣接したイオンモール常滑への出店であります。一方、不振店対策として１月に富津店（千葉県）、３月

に桶川店（埼玉県）・鷲宮店（埼玉県）の計３店舗を閉店いたしました。これらにより、当第３四半期末の店舗

数は66店舗となりました。 

店舗改装につきましては、前期より着工いたしました千葉ニュータウン店、盛岡店、筑紫野店が９月に改装オ

ープンいたしました。また、和歌山店、つくば店及び秋田店について好立地の区画への移転改装を実施したほ

か、時計専門の小型店舗であった幕張新都心店をフルラインの品揃えとなる中型店舗に移転増床いたしました。

このほか和泉店、茨木店、東松山店、むさし村山店を通常改装するとともに、主力大型店において売り場レイア

ウト変更等の小規模改装を実施いたしました。これら新規の出店と改装については、既存什器設備の活用等によ

り出店・改装費用の抑制に努めました。 

 さらに、韓国子会社（非連結）が運営する韓国D-CUBE店について、賃貸借契約期間満了（平成28年５月）をも

って閉店いたしました。これにより、当第３四半期累計期間において、韓国子会社に対する投資損失引当金繰入

額26,658千円を計上いたしました。 

以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は13,122,819千円（前第３四半期累計期間比0.5％増）、営業利益

は227,248千円（同3.1％減）となりました。経常利益は201,369千円（同2.4％減）、四半期純利益は80,002千円

（同13.6％減）となりました。 

 

なお、当社の業績は、クリスマス時期を中心とした年末年始商戦のウエイトが高くなっているため、四半期決

算としては第２四半期の占める比重が高くなっております。 
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債および純資産の状況

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、8,270,423千円となり、前事業年度末と比較して879,401千

円増加しております。これは主として、現金及び預金が171,790千円、商品が824,635千円増加したことが要因であ

ります。

 

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は、1,888,862千円となり、前事業年度末と比較して11,880千

円増加しております。これは主として、投資その他の資産のその他が78,859千円、投資損失引当金が26,658千円減

少したものの、建物が71,876千円、工具、器具及び備品が29,747千円、敷金及び保証金が21,202千円増加したこと

が要因であります。

 

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は、3,866,998千円となり、前事業年度末と比較して656,644千

円増加しております。これは主として、仕入債務（支払手形及び買掛金と電子記録債務の合計）が344,485千円、1

年内返済予定の長期借入金が221,698千円増加したことが要因であります。

 

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は、4,049,555千円となり、前事業年度末と比較して192,694千

円増加しております。これは主として、長期借入金が100,579千円、その他が95,130千円増加したことが要因であ

ります。

 

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、2,242,732千円となり、前事業年度末と比較して41,942千円

増加しております。これは主として、利益剰余金が42,016千円増加したことが要因であります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月29日に公表いたしました平成28年８月期の業績予想に変更はありません。 
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年８月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,656,926 2,828,716 

売掛金 805,450 731,909 

商品 3,622,642 4,447,277 

貯蔵品 108,697 111,407 

その他 197,305 151,113 

流動資産合計 7,391,022 8,270,423 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 655,899 727,776 

構築物（純額） 28 23 

工具、器具及び備品（純額） 319,857 349,605 

リース資産（純額） 20,992 14,435 

建設仮勘定 486 - 

有形固定資産合計 997,262 1,091,841 

無形固定資産    

ソフトウエア 18,021 25,226 

リース資産 8,342 2,430 

その他 126 - 

無形固定資産合計 26,489 27,657 

投資その他の資産    

関係会社株式 88,159 88,159 

敷金及び保証金 525,447 546,649 

その他 259,749 180,890 

貸倒引当金 △1,436 △986 

投資損失引当金 △18,690 △45,349 

投資その他の資産合計 853,229 769,363 

固定資産合計 1,876,981 1,888,862 

資産合計 9,268,004 10,159,285 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年８月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年５月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 721,786 970,965 

電子記録債務 344,022 439,328 

1年内返済予定の長期借入金 1,660,962 1,882,660 

1年内償還予定の社債 20,000 10,000 

未払法人税等 11,991 54,506 

賞与引当金 54,920 81,372 

ポイント引当金 5,357 17,390 

その他 391,314 410,775 

流動負債合計 3,210,353 3,866,998 

固定負債    

社債 10,000 - 

長期借入金 3,301,741 3,402,320 

資産除去債務 96,232 103,217 

その他 448,886 544,017 

固定負債合計 3,856,860 4,049,555 

負債合計 7,067,214 7,916,553 

純資産の部    

株主資本    

資本金 325,397 325,397 

資本剰余金 312,747 312,747 

利益剰余金 1,526,621 1,568,638 

株主資本合計 2,164,766 2,206,783 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 △205 △8,557 

評価・換算差額等合計 △205 △8,557 

新株予約権 36,228 44,506 

純資産合計 2,200,790 2,242,732 

負債純資産合計 9,268,004 10,159,285 
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年９月１日 

 至 平成27年５月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年９月１日 
 至 平成28年５月31日) 

売上高 13,053,827 13,122,819 

売上原価 9,846,346 9,922,516 

売上総利益 3,207,481 3,200,303 

販売費及び一般管理費 2,972,789 2,973,055 

営業利益 234,692 227,248 

営業外収益    

受取利息 1,246 1,250 

受取配当金 448 484 

業務受託料 994 1,010 

受取保険金 1,108 352 

その他 2,507 2,225 

営業外収益合計 6,306 5,322 

営業外費用    

支払利息 32,285 29,866 

その他 2,192 1,334 

営業外費用合計 34,478 31,201 

経常利益 206,521 201,369 

特別損失    

固定資産廃棄損 19,476 15,796 

減損損失 - 15,095 

店舗閉鎖損失 - 5,429 

投資損失引当金繰入額 - 26,658 

特別損失合計 19,476 62,980 

税引前四半期純利益 187,044 138,388 

法人税、住民税及び事業税 98,931 82,254 

法人税等調整額 △4,525 △23,867 

法人税等合計 94,406 58,386 

四半期純利益 92,638 80,002 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

当社はインポートブランドを中心とした宝飾品、時計及びバッグ・小物等の小売業という単一セグメントである

ため記載を省略しております。
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